
日本大学豊山女子高等学校学則 
 

 

第１章 総     則 

（目 的） 

第１条 本校は，教育基本法及び学校教育法に基づく併設型中高一貫校とし

て，その趣旨に従い，日本大学建学の精神に基づき，中学校教育の基礎の上

に，心身の発達に応じて，人間として調和のとれた生徒の育成を目指し，高

等普通教育及び専門教育を施すことを目的とする。 

２ 前項の目的を実現するために，次の各号に掲げる目標の達成に努めるも

のとする。 

① 中学校における教育の成果を更に発展拡充させて，文化の創造と民主

的な国家及び社会の発展に努め，進んで平和的な国際社会に貢献できる

人物としての必要な資質を養うこと。 

② 社会において果たさなければならない使命の自覚に基づき，個性に応

じて将来の進路を決定させ，一般的な教養を高め，専門的な技能に習熟さ

せること。 

③ 社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い，個性の確立に努 

め，自律の精神と社会連帯の精神及び責任を重んずる態度を養い，道徳的

実践力を高めること。 

（名 称） 

第２条 本校は，日本大学豊山女子高等学校という。 

（位 置） 

第３条 本校の位置は，東京都板橋区中台３丁目15番１号に置く。 

 

第２章 修業年限・学年・学期及び休業日 

（修業年限） 

第４条 修業年限は，次のとおりとする。 

全日制の課程 ３年 

（学 年） 

第５条 学年は，４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。 

（学 期） 

第６条 学期は，学年を分けて次のとおりとする。 

第１学期 ４月１日から８月31日まで 

第２学期 ９月１日から12月31日まで 

第３学期 翌年１月１日から３月31日まで 

（休業日） 

第７条 休業日は，次のとおりとする。 

日曜日 

国民の祝日に関する法律で休日とされる日 

日本大学創立記念日 10月４日 



学年始休業日 ４月１日から４月４日まで 

夏季休業日  ７月21日から８月31日まで 

冬季休業日  12月21日から翌年１月７日まで 

学年末休業日 ３月21日から３月31日まで 

２ 前項の規定にかかわらず，やむを得ない理由があるときは，これを変更

することができる。 

 

第３章 課程の組織及び収容定員 

（課 程） 

第８条 本校の課程及び収容定員は，次のとおりとする。 

全日制の課程 

普  通  科       600名（女） 

理  数  科       120名（女） 

計   720名（女） 

 

第４章 教育課程及び授業日時数 

（教育課程） 

第９条 本校の教育課程は，併設する日本大学豊山女子中学校との協議を経

て，別表（第一）に定める各教科・科目，総合的な探究の時間及び特別活動

により編成する。 

（授業日） 

第10条 第７条に定めた休業日以外は，これを授業日とする。 

（単 位） 

第11条 １単位時間を50分とし，１個学年35単位時間の授業を１単位とする。 

 

第５章 学習評価及び卒業等 

（学習評価） 

第12条 成績は，定期に行う考査と日常の学習状況とを総合して判定評価す

る。 

 

（課程修了） 

第13条 各学年の課程の修了は，前条の成績に基づき，学年末に校長がこれ

を認定する。 

（卒 業） 

第14条 本校所定の全課程を修了して，卒業資格を認められた生徒には，卒

業証書を授与する。 

（原級留置） 

第15条 当該学年における所定の教育課程の修了を認定することができなか

った生徒については，原級にとどめおくことがある。 

 

第６章 入学・退学・転学及び休学等 

（学籍に関する用語の定義及び入学の時期） 



第16条 学籍に関する用語の定義は次のとおりとする。 

① 転入学とは，本校以外の高等学校に在籍する者が本校の相当学年に入 

学すること。 

 ② 編入学とは，異なる種類の学校や外国からの帰国者等が，第１学年当

初の入学時以外の時期に入学すること。 

 ③ 再入学とは，本校を中途退学した者が本校の学年に再び入学すること。 

 ④ 留学とは，校長が教育上有益と認め，外国の高等学校において，一定期

間修学すること。 

 ⑤ 休学とは，病気その他やむを得ない事由により，一定期間修学しない

こと。 

 ⑥ 復学とは，休学期間満了によって，再び修学のため休学前の学年に復 

帰すること。 

２ 入学の時期は，学年の始めとする。ただし，学年の中途で転編入学を許可

することがある。 

（入学資格） 

第17条 本校の第１学年に入学することができる者は，次の各号の一に掲げ

る者とする。 

① 中学校，これに準ずる学校，義務教育学校を卒業した者，及び中等教育 

学校の前期課程を修了した者 

② 外国において学校教育における９年の課程を修了した者 

③ 文部科学大臣の指定した者 

④ 本校が中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

（転入学資格） 

第18条 本校に転入学することができる者は，前条に規定する資格を有し，

かつ，前各学年の課程を修了した者とする。 

（編入学資格） 

第19条 本校に編入学することができる者は，相当年齢に達し，かつ，前各学

年の課程を修了した者と同等以上の学力があると認められた者とする。 

（入学許可） 

第20条 入学を希望する者に対しては，選抜を行い，校長が入学を許可する。

ただし，日本大学豊山女子中学校から入学を希望する者については，選抜

を行わずに入学を許可することができる。 

（出願手続） 

第21条 入学を希望する者は，本校所定の入学願書その他の必要書類に入学

検定料を添えて，所定の期日までに願い出なければならない。 

（入学手続） 

第22条 入学の許可を受けた者は，指定の期日までに誓約書その他の書類に

入学金，授業料等を添えて提出しなければならない。 

２ 前項に定める手続が指定の期日までに行われないときは，入学の許可を

取り消すことがある。 

（転 学） 

第23条 生徒が転学しようとするときは，保護者は所定の書類にその理由を



明記し，願い出て許可を受けなければならない。 

（退 学） 

第24条 生徒が退学しようとするときは，保護者は所定の書類にその理由を

明記し，願い出て許可を受けなければならない。 

（留 学） 

第25条 生徒が留学するときは，保護者は所定の書類にその理由を明記し，

必要書類を添え願い出て許可を受けなければならない。 

なお，留学期間は，原則として１か年以内とする。また，留学に関する事 

項は，別に定めるものとする。 

（休 学） 

第26条 生徒が休学しようとするときは，保護者は所定の書類にその理由を

明記し，必要書類を添え願い出て許可を受けなければならない。 

２ 休学期間は，１か年以内とする。 

（復 学） 

第27条 休学中の生徒が復学しようとするときは，保護者は所定の書類にそ

の理由を明記し，必要書類を添え願い出て許可を受けなければならない。 

（欠席及び出席停止） 

第28条 生徒が病気その他やむを得ない理由で欠席するときは，保護者はそ

の理由を明記し，届け出なければならない。 

２ 生徒又はその同居人が感染症にかかり又はそのおそれがあるときは，そ

の生徒に対して出席停止を命ずることがある。 

 

第７章 保護者及び保証人 

（保護者） 

第29条 保護者は，次の各号の一に掲げる者とする。 

① 親権者・後見人 

② 成年者で独立の生計を営む者 

（保証人） 

第30条 本校は，保護者のほか独立の生計を営む成年者を保証人として定め

ることができる。 

（保護者及び保証人の変動） 

第31条 保護者及び保証人が転居又は氏名を変更したとき，その他一身上に

変動があった場合は，速やかに届け出なければならない。 

 

第８章 教   職   員 

（教職員） 
第32条 本校に，次の教職員を置く。 

校     長 

教     頭 

教     諭 

養 護 教 諭 

司 書 教 諭 



事 務 職 員 

学  校  医 

学 校 歯 科 医 

学 校 薬 剤 師 

２ 校長及び教職員の職務については，日本大学付属高等学校校務分掌等規

程の定めるところによる。 

 

第９章 入学検定料・入学金及び授業料等 

（入学検定料・入学金及び授業料等） 

第33条 入学検定料・入学金及び授業料等の金額については，別に定める（別

表第二）。 

（納入期日） 

第34条 入学検定料・入学金及び授業料等は，所定の期日までに，それぞれ納

入しなければならない。 

（授業料納入及び減免） 

第35条 生徒は，在学中出席の有無にかかわらず，授業料を所定の期日まで

に納入しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず，日本大学付属高等学校交通遺児等授業料減免

規程その他別の規定に定めある場合，これを減免することがある。 

３ 休学及び留学を許可された生徒の，休学及び留学期間中の授業料等の取

扱いについては，別に定める。 

（滞 納） 

第36条 正当な理由がなく，かつ，所定の手続を行わずに，授業料を３か月以

上滞納した者は，退学させることがある。 

（納入金の不還付） 

第37条 既納の金員は，返還しない。 

２ 前項の規定にかかわらず，退学の場合は授業料等の一部を別の規定の定

めるところにより，返還することがある。 

 

第10章 賞   罰 

（表 彰） 

第38条 校長は，次の各号の一に該当する者を表彰することがある。 

① 学業・品行ともに優れ，他の模範になると認められた者 

② 顕著な善行又は功績があって，他の模範になると認められた者 

（懲 戒） 

第39条 生徒が本校の諸規則等を守らず，その本分にもとる行為があったと

きは，懲戒を行うことがある。 

２ 懲戒は，訓告・停学及び退学とする。 

３ 次の各号の一に該当する者については，退学させることができる。 

① 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

② 学業を怠り，成業の見込みがないと認められる者 

③ 正当な理由がなく出席常でない者 



④ 学校の秩序を著しく乱した者 

⑤ その他生徒としての本分に著しく反する行為のあった者 

（損害賠償） 

第40条 故意又は過失により校舎，校有物をき損又は滅失した者には，その

全部又は一部を賠償させることがある。 

 

 

附     則 

１ この学則は，令和４年４月１日から施行する。 

２ この学則の施行に関し必要な事項は，校長が別に定める。 

 

 

 



別表（第１－１Ａ）

教科等 科目
標準

単位数
第１学年 第２学年 第３学年 計

現代の国語 2 2 2

言語文化 2 3 3

論理国語 4 2 2 4

文学国語 4 2 2 4

国語表現 4

古典探究 4 4 4

国語演習 - 4 4

地理総合 2 2 2

地理探究 3 ④ 0,4

歴史総合 2 2 2

日本史探究 3 ④ 0,4

世界史探究 3 ④ 0,4

地歴演習 - ⑥ 0,6

公共 2 2 2

倫理 2

政治・経済 2

倫理，政治・経済 - ④ 0,4

公民演習 - ⑥ 0,6

数学Ⅰ 3 4 4

数学Ⅱ 4 4 4

数学Ⅲ 3

数学Ａ 2 3 3

数学Ｂ 2 3 3

数学Ｃ 2

数学演習 - 4 4

物理基礎 2 2 2

物理 4

化学基礎 2 2 2

化学 4

生物基礎 2 2 2

生物 4

体育 7～8 2 3 2 7

保健 2 1 1 2

音楽Ⅰ 2 ② 0,2

美術Ⅰ 2 ② 0,2

書道Ⅰ 2 ② 0,2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 4 4

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 4 4

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4

論理・表現Ⅰ 2 2 2

論理・表現Ⅱ 2 3 3

論理・表現Ⅲ 2 4 4

家庭 家庭基礎 2 2 2

情報 情報Ⅰ 2 2 2

3～6 1 1 1 3

- 1 1

34 34 33 101

- 1 1 1 3

35 35 34 104

＜備考＞

Ⅰ 1単位時間は50分。

Ⅱ ○数字は，それぞれ選択科目の単位数を示す。

芸術（１科目選択）

Ⅲ この教育課程は，令和４年度入学生から適用する。

教育課程（高等学校・普通科（進学クラス）・文系）

数学

地理歴史，公民（１科目選択）

国語

地理
歴史

公民

理科

保健
体育

芸術

外国語

総合的な探究の時間

茶道・華道

小 計

ホームルーム活動

合　　計



別表（第１－１Ｂ）

教科等 科目
標準

単位数
第１学年 第２学年 第３学年 計

現代の国語 2 2 2

言語文化 2 3 3

論理国語 4 2 2 4

文学国語 4 2 2 4

国語表現 4

古典探究 4 3 2 5

地理総合 2 2 2

地理探究 3

歴史総合 2 2 2

日本史探究 3

世界史探究 3

公共 2 2 2

倫理 2

政治・経済 2

数学Ⅰ 3 4 4

数学Ⅱ 4 5 5

数学Ⅲ 3 5 5

数学Ａ 2 3 3

数学Ｂ 2 3 3

数学Ｃ 2 3 3

物理基礎 2 2 2

物理 4 ⑤ ⑤ 0,5

化学基礎 2 2 2

化学 4 ⑤ ⑤ 0,5

生物基礎 2 2 2

生物 4 ⑤ ⑤ 0,5

理科演習 - ⑤ 0,5

体育 7～8 2 3 2 7

保健 2 1 1 2

音楽Ⅰ 2 ② 0,2

美術Ⅰ 2 ② 0,2

書道Ⅰ 2 ② 0,2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 4 4

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 4 4

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4

論理・表現Ⅰ 2 2 2

論理・表現Ⅱ 2 2 2

論理・表現Ⅲ 2 3 3

家庭 家庭基礎 2 2 2

情報 情報Ⅰ 2 2 2

3～6 1 1 1 3

- 1 1

34 34 33 101

- 1 1 1 3

35 35 34 104

＜備考＞

Ⅰ 1単位時間は50分。

Ⅱ

理科（１科目選択）

芸術（１科目選択）

Ⅲ

Ⅳ この教育課程は，令和４年度入学生から適用する。

理科は，第２学年と第３学年で同じ科目を選択することはできない。

茶道・華道

小 計

ホームルーム活動

合　　計

○数字は，それぞれ選択科目の単位数を示す。

保健
体育

芸術

外国語

総合的な探究の時間

教育課程（高等学校・普通科（進学クラス）・理系）

国語

地理
歴史

公民

数学

理科



別表（第１－２Ａ）

必修 選択
現代の国語 2 2 2
言語文化 2 3 3
論理国語 4 4
文学国語 4
国語表現 4
古典探究 4 4 7
国語α - 2 0,2
国語β - 2 0,2
地理総合 2 2 2
地理探究 3 2 2 0,4
歴史総合 2 2 2
日本史探究 3 4 0,4
世界史探究 3 4 0,4
日本史α - 6 0,6
世界史α - 6 0,6
公共 2 2 2
倫理 2
政治・経済 2 2 0,2
公民α - 2 0,2
数学Ⅰ 3 4 4
数学Ⅱ 4 4
数学Ⅲ 3
数学Ａ 2 3 3
数学Ｂ 2 2
数学Ｃ 2
数学α - 4 0,4
数学β -
物理基礎 2 2 2
物理 4 4 0,4
化学基礎 2 2 2
化学 4 4 0,4
生物基礎 2 2 2
生物 4 4 0,4
理科演習 - 4 0,4
化学α - 2 0,2
生物α - 2 0,2
体育 7～8 2 2 7
保健 2 1 2
音楽Ⅰ 2 2 0,2
美術Ⅰ 2 2 0,2
書道Ⅰ 2 2 0,2
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 4 4
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 4
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4
論理・表現Ⅰ 2 2 2
論理・表現Ⅱ 2 2
論理・表現Ⅲ 2 3 3
英語α - 2 0,2

家庭 家庭基礎 2 2
情報 情報Ⅰ 2 2 2

3 1 1 3
36 16 22 88～110

3 1 1 3
37 17 39 91～113

<備考> *1 「日本史探究」「世界史探究」「物理」「生物」から１科目を選択（必修）

*2 「地理探究」「政治・経済」から１科目を選択（必修）

「地理探究」を履修する場合は，第２学年と第３学年を継続して履修しなくてはいけない。

*3 「化学」「理科演習」から１科目を選択（必修）

*4 「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」から１科目を選択（必修）

 ※ 第３学年の選択科目は履修しなくてもよい。履修する場合は，

*5 「日本史α」「世界史α」から１科目を選択

*6 「地理探究」「公民α」から１科目を選択

*7 この教育課程は，令和４年度入学生から適用する。

1

公民

数学

4

2

国語

3

地理
歴史

4

教育課程（高等学校・普通科（特進クラス）・文系）

教科等 科目
標準

単位数
第１学年 第２学年

第３学年
計

37合　　計

理科

2

外国語

4

2

1

総 合 的 な 探 究 の 時 間 1
小　　計

ホームルーム活動

保健
体育

3

芸術

36

*1

*4

*５

*2

*６

*3



別表（第１－２Ｂ）

必修 選択
現代の国語 2 2 2
言語文化 2 3 3
論理国語 4 4
文学国語 4
国語表現 4
古典探究 4 3
国語α - 2 0,2
国語β - 2 0,2
地理総合 2 2 2
地理探究 3 2 2 0,4
歴史総合 2 2 2
日本史探究 3 4 0,4
世界史探究 3 4 0,4
公共 2 2 2
倫理 2
政治・経済 2 2 0,2
公民α - 2 0,2
数学Ⅰ 3 4 4
数学Ⅱ 4 4
数学Ⅲ 3 4 4
数学Ａ 2 3 3
数学Ｂ 2 2
数学Ｃ 2 3 3
数学α -
数学β - 3 0,3
物理基礎 2 2 2
物理 4 4 0,4
化学基礎 2 2 2
化学 4 4 0,4
生物基礎 2 2 2
生物 4 4 0,4
理科演習 - 4 0,4
物理β - 4 0,4
化学β - 4 0,4
生物β - 4 0,4
体育 7～8 2 2 7
保健 2 1 2
音楽Ⅰ 2 2 0,2
美術Ⅰ 2  2 0,2
書道Ⅰ 2  2 0,2
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 4 4
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 4
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4
論理・表現Ⅰ 2 2 2
論理・表現Ⅱ 2 2
論理・表現Ⅲ 2 3 3
英語α - 2 0,2

家庭 家庭基礎 2 2
情報 情報Ⅰ 2 2 2

3 1 1 3
36 19 19 91～110

3 1 1 3
37 20 39 94～113

<備考> *1 「日本史探究」「世界史探究」「物理」「生物」から１科目を選択（必修）

*2 「地理探究」「政治・経済」から１科目を選択（必修）

「地理探究」を履修する場合は，第２学年と第３学年を継続して履修しなくてはいけない。

*3 「化学」「理科演習」から１科目を選択（必修）

*4 「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」から１科目を選択（必修）

※ 第３学年の選択科目は履修しなくてもよい。履修する場合は，

*5 「地理探究」「公民α」から１科目を選択

*6 「物理β」「生物β」から１科目を選択

*7 この教育課程は，令和４年度入学生から適用する。

小　　計 36
ホームルーム活動 1

合　　計 37

総 合 的 な 探 究 の 時 間 1

2

保健
体育

3
1

芸術

外国語

2

4

数学

理科

3

4

2

4

公民

国語

地理
歴史

教育課程（高等学校・普通科（特進クラス）・理系）

教科等 科目
標準

単位数
第1学年 第２学年

第３学年
計

*1

*4

*5

＊6

*2

*3



別表（第１－３）

教科等 科目
標準

単位数
第１学年 第２学年 第３学年 計

現代の国語 2 2 2

言語文化 2 3 3

論理国語 4 2 3 5

文学国語 4

国語表現 4

古典探究 4 2 2 4

地理総合 2 2 2

地理探究 3

歴史総合 2 2 2

日本史探究 3

世界史探究 3

公共 2 2 2

倫理 2

政治・経済 2

理数数学Ⅰ 4 4

理数数学Ⅱ 5 5

理数数学特論 6 6

理数物理 2 3 5

理数化学 2 3 5

理数生物 2 3 5

理数探究 2 2 2 6

理数数学演習Ⅰ 3 3

理数数学演習Ⅱ 3 3

理数数学演習Ⅲ 4 4

理数理科演習 5 5

体育 7～8 2 3 2 7

保健 2 1 1 2

音楽Ⅰ 2 ② 0,2

美術Ⅰ 2 ② 0,2

書道Ⅰ 2 ② 0,2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 4 4

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 4 4

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4

論理・表現Ⅰ 2 2 2

論理・表現Ⅱ 2 2 2

論理・表現Ⅲ 2     3 3

学術英語 - 1 1 1 3

家庭 家庭基礎 2 2 2

情報 情報Ⅰ 2 2 2

36 36 36 108

- 1 1 1 3

37 37 37 111

＜備考＞

Ⅰ 1単位時間は50分。

Ⅱ 「理数探究」の履修をもって「総合的な探究の時間」の履修に替える。

Ⅲ ○数字は，それぞれ選択科目の単位数を示す。

芸術（１科目選択）

Ⅳ この教育課程は，令和４年度入学生から適用する。

合　　計

教育課程（高等学校・理数科）

保健
体育

芸術

外国語

ホームルーム活動

小 計

国語

地理
歴史

公民

理数 25



別表（第二）

（単位　円）

 普通科　　年　額 474,000

理数科　　年　額 480,000

入 学 金 230,000

実 験 実 習 料 １年生 6,000

施 設 設 備 資 金 年　額 190,000

図 書 費 年　額 3,100

厚 生 費 年　額 20,000

　第33条に定める入学検定料・入学金及び授業料等の金額は下記のとおりとする。

項　　　目 金　　　　額

授 業 料

入 学 検 定 料 20,000
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